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論文概要 
 将来の大容量かつ高機能な情報通信ネットワークの

ための新技術として，光符号分割多重 (Optical Code 

Division Multiplexing: OCDM)方式が提案されている．4

次直列結合マイクロリング共振器(MRR)は箱型のスペ

クトル応答と隣接チャネルクロストークの低減を実現

することが可能である(図 1)．そこで本研究では，この 4

次直列結合 MRR を用いた波長選択スイッチを 2 個並列

配置して，各スイッチエレメント間の一方の導波路に位

相制御部を設けることにより，OCDM 符号化回路(図 2)

を構成し，位相制御による符号化を目指した． 

  ON 状態とした SW#1 と SW#2 の共振波長を 3dB 帯

域が連続して並ぶように移動させ，その状態で位相制御

部に熱を加えることによって位相制御(Δφ = 0 またはπ 

rad)を行った．その結果，ドロップポート波形の中心波

長部分に落ち込みを確認することができ，基本原理であ

る 1 ビットの符号化を実証した(図 3)．また，ON 状態

のスイッチを連続して並べることで 3 dB 帯域幅を 1 つ

のスイッチの 2 倍に拡大でき，よって帯域幅可変フィル

タとしての機能を実証した． 
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図 1 デバイス構造 

図 2 OCDM 符号化回路の基本要素

図 3 位相制御前後のスペクトル特性 
の比較 
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